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2稲敷市議会だより　第53号

　平成３０年第２回稲敷市議会定例会が６月５日から１５日までの１１日間
にわたり開かれました。
　開会日には、市長から２１議案（専決処分案件８件、条例改正３件、各
会計補正予算案３件、工事請負契約締結案件１件、市道路線の認定・変
更案件２件、人事案件１件、その他報告案件３件）が上程され、人事案
件１件を採決しました。
　最終日には、各常任委員長から審査経過等の報告を受けた後、討論・
採決を行い、請願第１号については、継続審査とすることに決定しました。
　議会の審査経過及び議決の結果については下記をご参照ください。
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【開 催 日】 【 審 議 内 容 】

６月　５日（火）開会
議案について市長の提案理由説明を受ける（２１議案）。
人事案件１件について市長の提案理由説明の後、質疑、討
論を省略し採決を行う。
請願第１号を市民福祉常任委員会へ付託する。

（６月６日は議案調査のため休会）

６月　７日（木）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【６名】

６月　８日（金）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【３名】
議案に対する通告質疑はなく、審査のため各常任委員会へ
議案１７案件を付託する。

６月１１日（月）常任委員会による付託議案審査【総務教育常任委員会】

６月１２日（火）常任委員会による付託議案審査【市民福祉常任委員会】

６月１３日（水）常任委員会による付託議案審査【産業建設常任委員会】

（議事整理のため６月１４日は休会）

６月１５日（金）各常任委員長から付託議案に対する審査報告を受ける。
議案１７案件及び請願について討論、採決を行う。
閉会
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平成30年第２回 平成30年第２回 
稲敷市議会定例会稲敷市議会定例会
大規模改修工事請負契約を可決大規模改修工事請負契約を可決
東中学校大規模改修工事　３億４，４０８万８千円

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

報告第 1 号
平成 29 年度稲敷市一般会計予
算の繰越明許費繰越計算書につ
いて

公共施設再編事業ほか、全 17
事業 8億 7,935 万 2 千円の繰越
を報告

― 報告

報告第 2 号
平成 29 年度稲敷市公共下水道
事業特別会計予算の繰越明許費
繰越計算書について

江戸崎処理区整備事業ほか、全
4事業 1 億 7,771 万 9 千円の繰
越を報告

― 報告

報告第 3 号 平成 29 年度稲敷市水道事業会
計予算の繰越計算書について

太田地区配水管布設替事業（そ
の 2）ほか、全 3 事業 4,660 万
3千円の繰越を報告

― 報告

議案第 59号

専決処分の承認を求めることに
ついて（稲敷市指定居宅介護支
援等の事業の人員及び運営に関
する基準等を定める条例の制定）

居宅介護支援事業の運営に関す
る基準等を定めるもの 市民福祉 原案承認

（18:0）

議案第 60号
専決処分の承認を求めることに
ついて（稲敷市介護保険条例の
一部を改正する条例）

介護保険法の規定に基づき、3
箇年ごとに介護保険料を見直す
もの

市民福祉 原案承認
（17:1）

議案第 61号

専決処分の承認を求めることに
ついて（稲敷市指定地域密着型
サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例）

共生型地域密着型サービスに関
する基準等を追加するもの 市民福祉 原案承認

（18:0）

議案第 62号

専決処分の承認を求めることに
ついて（稲敷市指定地域密着型
介護予防サービスの事業の人員、
設備及び運営並びに指定地域密
着型介護予防サービスに係る介
護予防のための効果的な支援の
方法に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例）

介護予防認知症対応型通所介護
事業所の利用定員について、ユ
ニット型指定地域密着型介護老
人福祉施設における場合の規定
等を追加するもの

市民福祉 原案承認
（18:0）
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第 63号

専決処分の承認を求めることに
ついて（稲敷市指定介護予防支
援等の事業の人員及び運営並び
に指定介護予防支援等に係る介
護予防のための効果的な支援の
方法に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例）

要支援判定を受けた方のケアプ
ランを作成する事業所と医療機
関との連携を強化するもの

市民福祉 原案承認
（18:0）

議案第 64号
専決処分の承認を求めることに
ついて（平成 29 年度稲敷市一
般会計補正予算（第 8号））

歳入歳出予算の総額を 210 億
9,146 万 8 千円とするほか、繰
越明許費補正で 1事業の追加・
2事業の変更及び債務負担行為
補正で 1事業を変更するもの

各常任
委員会

原案承認
（18:0）

議案第 65号
専決処分の承認を求めることに
ついて（稲敷市税条例等の一部
を改正する条例）

個人市民税における給与所得控
除・公的年金等控除及び基礎控
除の見直しや固定資産税におけ
る生産性向上に資する中小企業
の設備投資に対する課税特例措
置を創設するもの

市民福祉 原案承認
（18:0）

議案第 66号
専決処分の承認を求めることに
ついて（稲敷市国民健康保険税
条例の一部を改正する条例）

国民健康保険税の基礎課税額の
課税限度額の引き上げ及び低所
得者に係る保険税軽減を拡充す
るもの

市民福祉 原案承認
（18:0）

議案第 67号
稲敷市放課後児童健全育成事業
の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正について

放課後児童支援員の資格要件を
一部緩和するもの 総務教育 原案可決

（18:0）

議案第 68号 稲敷市医療福祉費支給に関する
条例の一部改正について

茨城県医療福祉対策要綱等が改
正され、本年１0 月１日より、
小児の給付範囲が、高校生の入
院医療費まで拡大されたことに
伴い、対象年齢について所要の
改正を行うもの
※稲敷市では単独助成済

市民福祉 原案可決
（18:0）

議案第 69号 稲敷市国民健康保険条例の一部
改正について

茨城県及び稲敷市が共に国民健
康保険事業を行うため、文言等
の改正を行うもの

市民福祉 原案可決
（18:0）

議案第 70号 平成 30 年度稲敷市一般会計補
正予算（第 1号）

歳入歳出予算の総額を 216 億
5,304 万 4千円とするもの

総務教育
市民福祉

原案可決
（18:0）

議案第 71号 平成30年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計補正予算（第 1号）

歳入歳出予算の総額を 4 億
1,719 万 6千円とするもの 産業建設 原案可決

（18:0）

議案第 72号 平成 30 年度稲敷市公共下水道
事業特別会計補正予算（第 1号）

歳入歳出予算の総額を 15 億
5,034 万円とするもの 産業建設 原案可決

（18:0）
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第 73号 工事請負契約の締結について
東中学校大規模改修工事の請負
契約を締結するもの
契約金額　3億 4,408 万 8千円

総務教育 原案可決
（18:0）

議案第 74号 市道路線の認定について 圏央道の整備に伴い江戸崎地区
3路線を認定するもの 産業建設 原案可決

（18:0）

議案第 75号 市道路線の変更について 圏央道の整備に伴い江戸崎地区
13路線を変更するもの 産業建設 原案可決

（18:0）

議案第 76号 教育委員会委員の任命について 稲波　徳田好廣（再任） ― 原案同意
（18:0）

賛否の別れた
案件の議決結果
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議案第 60号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案承認

請願第 1号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 継続審査

※ ○は賛成　　×は反対
※ 議長 （高野貴世志）は、採決に加わりません。
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受理番号
（受付日） 件　　　　名 提　出　者

住所・氏名 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

請願第 1号
（H30.5.25）

東海第二原発を再稼働させない
ことを求める請願書

東茨城郡茨城町上飯沼 626
農民運動茨城県連絡会　　　　
会長　岡野　忠

市民福祉 継続審査
（17:1）

※詳しい議決賛否は、市ホームページをご覧ください。
※議長は、採決に加わりません。（ただし、可否同数の場合は議長により決することになります。）

請願の審議結果
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学校跡地の利活用を問う

中 沢　 仁
議　員　人口減少による今後の公共施設の利用需要

は変化していきます。特に、学校の統廃合に
伴う学校跡地の利活用について伺う。

中沢

　稲敷市の都内からアクセスが容易である立地を活かし、農業体験がで
き、宿泊もできるような体験施設や、茨城ゴールデンゴールズの本拠地

があり、運動施設が充実していることを活かした合宿施設など、地域の人達や、
訪れた人達にも満足していただける施設として、廃校施設を活用すべきであると
考えるが、市長の所見を伺う。

中沢

　公共施設を活用した新たな産業の創出は、地元雇用の拡大や地域活
性化に大きく寄与することから、今後は、公募による積極的な民間活

用を進めてまいりたいと考えております。

副市長

　今後の廃校利活用として、圏央道による交通の利便性の向上、新工業
団地の開発着手、茨城ゆめ国体

や東京オリンピック・パラリンピック
の開催など地域活性化の大きなチャン
スを生かした利活用が可能な事業希望
者を広く募りたいと考えております。

市長

事業希望者を募り、

利活用を進めたい

田口市長

　学校跡地の利活用につきましては、稲敷市学校跡地等利活用計画
の学校跡地利活用の基本方針のとおり、まずは、行政による利活用、

次に地域住民からの要望、民間事業者による利活用及び中長期的な視野に立った
活用を基本的な考え方とすることはもとより、地域の皆様のご意見を尊重の上、
市民感情に配慮した公共施設等の再編を推進することが非常に重要であると認識
しています。また、宿泊施設への活用につきましても、施設の耐震性や老朽化、
都市計画法上の土地利用の制限、改修費用など多くの課題がありますが、実現性
等についての協議などを個別に行い、利活用を進めてまいります。

総務部長



市
政
を
問
う

7 稲敷市議会だより　第53号

生活支援コーディネーターの活用
を問う

竹 神 裕 輔
議　員

　生活支援コーディネーターのこれまでの活動は、茨城県主催の養成研修
会や情報交換会等への参加、市内地域住民を対象とした、ささえあいのつ

どいの運営支援、ボランティア協議会を中心に、現在活動している方々を通じての情報収集
や地域資源の把握等を行っていただいております。また、地域の方々に生活支援の必要性を
認識していただき、住民主導による仕組みづくりをいかに円滑にすすめるかが大きな課題で
あると考えております。生活支援コーディネーターの存在は、地域全体で高齢者を支えてい
き、今後の稲敷市のまちづくり、地域共生社会の実現にも非常に重要な役割を担っていただ
いていると認識しております。また、稲敷市地域ささえあい協議会の活動ですが、生活支援
体制整備事業の協議体として設置しているもので、委員間での情報共有やネットワーク強化
を図りながら、住民への意識喚起、生活支援コーディネーターの配置、そして地域ケア会議
からの課題提起に係る各種検討を幅広く行っていただいております。

保健福祉部長

　本年度内に第１層の基盤を固めながら、第２層における地域活動のすみ
分けを行い、平成３１年度に第２層のコーディネーターを配置し、具体的

な活動につなげていきます。また、地域ケア会議と生活支援コーディネーターの双方の目的
には、多く重なる部分もありますので、それぞれの役割の中で協力し合い、円滑に連携でき
る体制づくりを早急に進めてまいります。

保健福祉部長

生活支援コーディネーター

の機能を充実させ、体制整

備を推進

保健福祉部長

　平成２７年度の介護保険制度の改正から創設された新総
合事業の中で、地域の支え合いを推進するため設置され

た生活支援コーディネーターは、地域における生活支援の調整を
行う重要な位置づけになっています。本市における生活支援コー
ディネーターの活動と課題、必要性をどのように認識しているの
か伺う。また、稲敷市ささえあい協議会は、本市オリジナルの地
域包括ケアシステムの構築に向け、その活動は非常に重要である
と考える。稲敷市地域ささえあい協議会の取組について併せて伺
う。

竹神

　現在、本市では稲敷市全体で活動する生活支援コーディネーター（第１層）を配置
しているが、日常生活圏域（中学校区域など）の範囲内で活動するコーディネーター（第

２層）を構築することで、生活支援コーディネーターの機能を充実させる必要があると考え
る。また、具体的な介護支援について取り扱う地域ケア会議と生活支援コーディネーターが
連携連動できる体制を早急につくるべきと思うがいかがか。

竹神



一
般
質
問

8稲敷市議会だより　第53号

危機管理計画にもとづく庁内横断
的な連携強化を問う

篠田　純一
議　員

現場と執行部の信頼関係を高め、

組織を強くしたい

副市長

　危機管理計画の概要と進捗状況、危機管理監の役割につ
いて伺う。また、前回の質問で、庁内横断的な連携の強化

について、前副市長より、危機管理計画を基に考え方の統一を図
り、各部署での活動を明確にするとの答弁があったが、有事の際、危機管理における組織力
を発揮するには、互いに業務を押し付け合うのではなく、助け合い、指示者には発言権を与え、
指示された者は従い、かつ指示者をサポートするような組織体系を構築し、共通の認識を図
ることが連携の強化と考えるが市の認識を伺う。

篠田

　庁内横断的な連携の強化を危機管理計画による書面上だけではない、人間を相手
どったしっかりとした組織を形成することが、事務方のトップである副市長の責務と

考えるがいかがか。

篠田

　危機管理計画は、危機発生の予防及び危機発生時又は発生のおそれがある
場合の対応について、一般的な対策を定め、全庁的な考え方の統一を図るも

のとし、共通の考え方を示すことで、危機管理の仕組みづくりを目指すためのガイドライン
としています。本計画は、平成２９年度中に策定が完了し、現在は、計画に基づく危機管理
マニュアルの作成を各担当課で進めています。また、危機管理監の役割ですが、危機レベル
により、担当部署との連絡調整、危機管理警戒本部の指揮者となり対処方針の決定、危機管
理対策本部の事務局の運営を担うことであり、対応体制の判断に当たっては、情報分析や対
応策を提示するなど、危機管理における総合的な調整に当たることとなります。

危機管理監

　危機管理計画の策定により、さまざまな災害等の事案が発生したときの責任体
制及び指揮権も明確化されました。有事の際には、指揮権を有する者の迅速な判

断と指揮を受ける側の結束した行動が強く求められるものであり、信頼感が涵養されていな
いと組織的な対応が機能しないという状況になりかねません。今般策定いたしました計画を
浸透させておくことによって、組織としての連帯感や信頼感の醸成につながっていくものと
考えております。

副市長

　庁内横断的な体制を確立させることは、一朝一夕になし得るものではなく、上
司と部下の信頼関係はもとより、部下に一定の権限と裁量を与え、最終的な責任

は上司がとるという姿勢や、平時から現場と執行部の信頼関係を構築していくことが重要で
あると考えております。ふだんから信頼関係を高めておくことは稲敷市の防災時の対応強化
はもちろん、組織を強くするために必要なことでありますので、あらゆる工夫をしながら取
り組んでまいります。

副市長

このほか、防災の観点から各部課での取組について質問がありました。
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高等学校通学費助成事業導入を問
う

松 戸 千 秋
議　員

通学手段の確保も含めて検討政策調整部長

　通学費助成は子育て支援や定住促進の観点から導入する
自治体が増えている。駅がなく、交通手段の限られた稲敷

市において高等学校通学費助成事業導入についての見解を伺う。

松戸

　稲敷市では、稲敷市交通会議におきまして、公共交通の連絡調整をして
再構築を進めています。この中で、高校生の通学手段が大きなテーマの一

つとして取り上げられています。通学する本人、保護者にも切実な問題でありますので、稲
敷市としても通学費助成について、総合的な角度から検討を進めていきたいと考えおります。

政策調整部長

下
水
道
及
び
農
業
集
落
排
水
施
設
接
続
支
援
事

業
の
拡
充
を
問
う

下
水
道
接
続
支
援
事
業
の
加
速
を
検
討

上
下
水
道
部
長

　

平
成
30
年
４
月
よ
り
森
林
湖
沼
環
境

税
を
活
用
し
、
下
水
道
や
農
業
集
落
排

水
施
設
へ
の
接
続
工
事
費
補
助
金
が
大
幅
に
拡

充
し
て
い
る
。
制
度
拡
充
以
前
に
工
事
が
完
了
し

た
世
帯
に
対
し
、
稲
敷
市
と
し
て
一
部
還
元
す
る

考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

松
戸

　

今
後
の
稲
敷
市
の
下
水
道
事
業
の
展

望
と
一
部
還
元
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

松
戸

　

加
入
促
進
の
一
環
と
し

て
、
既
に
加
入
し
、
使
用

料
を
き
ち
ん
と
納
め
続
け
て
い
る
方
々
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
の

か
検
討
も
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

上
下
水
道
部
長

計
の
移
行
に
よ
り
健
全
で
持
続
可
能
な
経
営

に
向
け
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

既
に
接
続
し
た
方
へ
の
補
助
金
の
還
元
に

つ
き
ま
し
て
は
、
接
続
支
援
に
対
す
る
大
切

な
施
策
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
下
水
道
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に

公
営
企
業
会
計
へ
移
行
し
、
健
全
で
持
続
可

能
な
経
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
加
入

率
の
向
上
な
ど
も
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
総
合
的
な
取
組
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

下
水
道
事
業
は
、
未
整
備
地
区
が

多
い
こ
と
や
、
加
入
率
が
低
い
こ
と

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
が
、
平
成
31
年
度
の
公
営
企
業
会

市
長



一
般
質
問

10稲敷市議会だより　第53号

若 松 宏 幸
議　員

持続可能なまちづくりの目指すも
のは

まちづくりは人づくりから田口市長

　稲敷市持続可能なまちづくり調査の報告書によると、稲
敷インターチェンジ、江戸崎パーキングエリアの各周辺の

他、特に稲敷東インターチェンジ周辺の事業化を優先推進してい
るが、地元企業の安定経営化や新規起業者支援を優先させるべき
ではないか。稲敷市持続可能なまちづくりケーススタディでは、具体的にどのような検討を
しているのか。
　全国の先進事例を見ても、地域に不可欠な民間のリーダーを育てることが必要であり、資
源循環型のまちづくりにつながるのではないか。

若松

　稲敷インターチェンジ周辺は指定路線区域の認定を足掛かりに、稲敷東
インターチェンジ周辺は一体的に、江戸崎パーキング周辺は市の情報発信

等の機能を備えた小売店の整備を足掛かりに、高速バス乗場機能も視野に入れた開発等を検
討しています。特に稲敷東インターチェンジ周辺については開発基本構想策定業務を実施し
ています。

政策調整部長

　まちづくりで最も大切で不可欠なものは人であり、新たに地域で起業し、地域のリー
ダーとして活躍してくれる人材の育成を図っていくことが、地域経済や消費活動を活

性化し、地域リーダーと市民が協働していくことによって、持続可能なまちづくりにつなが
るものと考えています。

市長

中
小
企
業
の
設
備
投
資
推

進
の
補
助
施
策
実
現
を

制
度
導
入
に
向
け

て
県
と
調
整
中

産
業
建
設
部
長

　

中
小
企
業
の
新
規
設
備
導
入
に
係
る
固
定

資
産
税
を
、
最
大
3
年
間
ゼ
ロ
に
で
き
る
特
例

措
置
を
盛
り
込
ん
だ
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
が
成
立

し
、
市
で
も
こ
の
制
度
の
活
用
を
検
討
中
と
聞
い
て
い

る
。

　

市
内
の
中
小
企
業
の
設
備
投
資
を
促
し
て
、
生
産
性

向
上
を
図
る
こ
と
を
支
援
す
べ
く
、
積
極
的
に
制
度
の

利
用
推
進
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

若
松

　

本
市
で
も
市
税
条
例
の
改
正

に
よ
り
、
平
成
32
年
度
ま
で
の
先

端
設
備
投
資
に
係
る
固
定
資
産
税
の
免
除
を
決
定
し
、

制
度
運
用
に
向
け
て
、
導
入
促
進
基
本
計
画
を
策
定

中
で
す
。

　

現
在
、
県
と
調
整
中
で
あ
り
、
国
の
同
意
を
得
て

運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

産
業
建
設
部
長
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登下校時の子どもの安全確保を問
う

根 本　 浩
議　員

デジタル地図ソフト導入を検討教育部長

　新潟市の小学 2年生殺害事件を受け、守谷市では登下校
時に１人になる危険個所を効率よく把握しパトロールする

ために、デジタル地図ソフトを導入しました。当市でも当該ソフ
トを導入して、地域の区長、民生委員、子どもを守る 110 番の家
等に配布活用すべきと考えるが見解を伺いたい。
　また、防犯カメラは３年前の委員会質問以降、３カ年で 40 基
の設置が進められているが、用途に合った運用が行われているの
か。

根本

　通学時の見守りは４名のスクールガードリーダー委嘱による巡回指導や防災
無線による呼びかけ、977 世帯の子どもを守る 110 番の家の協力、警察署が委

嘱するスクールガードサポーターとの連携、不審者の一斉配信メール等により安全確保に努
めています。
　デジタル地図ソフトの導入については、データ管理や情報提供等の調査研究が必要であり、
提案のように作成したマップを区長や民生委員等にも共有してもらい、個人情報保護に対応
の上で、スクールガードリーダーや子どもを守る 110 番の家、関係機関等にも周知して、体
制強化を図りたいと考えています。

教育部長

　防犯カメラは犯罪の抑止効果が高く有効な犯罪対策であり、平成 28 年度
から３カ年計画で 40 基のカメラを設置中です。警察署や教育委員会とも協

議調整し、抑止効果の高い場所を基本として、学校周辺、公共空間、通学路の不審者情報発
生個所を中心に設置しています。警察署からの犯罪捜査依頼により、設置後８件のデータ提
供協力を行っています。
　３カ年設置計画の終了後の増設や、全て
のカメラ映像を一括管理するシステムの
導入についても、検討を開始する必要があ
ると考えています。

危機管理監
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新規就農者支援について問う

山 口 清 吉
議　員

　意欲のある新規就農者の育成として、農業次世代人材投資事業がありま
す。就農資金を年間 150 万円最長５年間交付するとともに、行政やＪＡ、

地元の農業委員や農業経営士などが経営をサポートするものです。また、本市の実態に合わ
せた市独自の支援策として、本年度当初予算に新規就農者支援事業（仮称）として300万円
を計上し、現在、交付要綱等の整備を進めております。８月頃には市民の皆様に周知し、募集
を開始できるのではないかと考えております。今後とも、地域農業の担い手確保の重要性から、
新規就農者への支援の充実を検討してまいります。

産業建設部長

　日本の農業総産出額は、１９８５年の 11.5 兆円をピー
クに、２０１４年に 8.4 兆円と 27％も減少し、農業所得

も36％減少しています。農業所得の低下は、農家の経営を圧迫し、
農業で生計を立てることを困難にしています。農家後継者だけで
は、もはや農業社会を維持できない、地域の農業生産の担い手が
減り、深刻な状況は猶予のないところに来ています。そこで、稲敷市でも新規就農者支援事
業を実施する考えはないか伺う。

山口

新規就農者支援の充実を図

ります

産業建設部長

道
路
の
維
持
管
理
と
円
滑
な
交
通
の

確
保
に
つ
い
て
問
う

市
民
と
協
力
し
調
査
研
究
を
進

め
る

産
業
建
設
部
長

　

市
道
路
の
管
理
責
任
は
稲
敷
市
で
す
。
市
民
の
通
報
や
行
政
区

長
の
要
望
等
を
よ
り
積
極
的
に
受
け
と
め
、
対
応
し
な
が
ら
も
、

市
の
責
任
と
し
て
、
道
路
の
維
持
管
理
及
び
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保

に
万
全
を
期
す
た
め
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
要
綱
を
作
成
し
、
定
期
的
に

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

山
口

　

道
路
の
維
持
管
理
業
務
は
、
建
設
課
の
維
持
係
に
お

い
て
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
地
区
ご
と
に
担
当
者
が
お

り
、
区
長
要
望
等
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
担
当
職
員
は
２
班
か
ら
３
班
で

各
方
面
に
分
か
れ
て
現
場
に
赴
き
、
公
用
車
で
移
動
途
中
に
破
損
等
を
発
見

し
た
場
合
に
は
直
ち
に
補
修
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、平
成
28
年
に
は
、

日
本
郵
便
株
式
会
社
と
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
道
路
の
異
常
を
発
見
し
た
場

合
に
は
報
告
し
て
い
た
だ
き
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
日
々
道
路
状
況
を
確

認
し
、
そ
の
都
度
、
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
さ
ら
に
市
民

に
身
近
な
行
政
運
営
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
と
協
力
し
て
進
め
ら

れ
る
よ
う
方
策
を
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

こ
の
ほ
か
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
誘
致
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。
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認知症対策について問う

浅 野 信 行
議　員

　認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を温か
く見守る応援者をつくる認知症サポーター養成講座や認知

症の人やその家族が、地域の人や専門家と相互情報を共有し、お
互いを理解し合う認知症カフェ等の設置を推進して、認知症対策
に取り組んでいる自治体が増えています。そこで、稲敷市の認知
症対策の現況と取組について伺う。

浅野

認知症サポーターの活躍を
推進

保健福祉部長

　稲敷市認知症総合支援事業協議会を平成 28年 11月に設置したところで
す。具体的な取組としては、新オレンジプランの柱の一つになります認知症

の容体に応じた適時適切な医療、介護等の提供として、早期診断、早期対応のために、認知症
初期集中支援チームを平成28年 12月に市内の医療機関に委託しました。こちらは県内で最初
の取組であり、平成29年６月に稲敷市認知症ケアパスを作成して市内全戸に配付しました。

保健福祉部長

サ
イ
ク
ル
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か

稲
敷
市
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

田
口
市
長

　

つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー

ド
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

多
く
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
愛
好
者
が
当
市
を

通
り
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
や
豊
か
な
自
然
や
名
所
名
跡
な
ど

多
く
の
宝
が
あ
り
ま
す
。
通
り
過
ぎ
て
い

く
サ
イ
ク
リ
ン
グ
愛
好
者
を
稲
敷
市
に
呼

び
込
む
方
策
と
し
て
、
サ
イ
ク
ル
ロ
ゲ
イ

ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
は
い
か
が
か
。

浅
野

　

市
内
の
拠
点
事
業

者
の
皆
様
及
び
実
施

団
体
の
意
見
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
広
域

的
な
発
想
も
視
野
に
入
れ
、稲
敷
市
に
合
っ

た
方
法
を
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
、
市
の
長
所
を

発
信
し
、
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
稲
敷

市
を
た
く
さ
ん
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、

一
層
の
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

政
策
調
整
部
長

　

市
長
は
い
つ
も
、
稲
敷
は
宝
が

豊
富
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
宝
を
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
に
結
び
つ
け
て

は
い
か
が
か
。

浅
野

　

女
性
農
家
団
体
の
方
が
、
耕
作

放
棄
地
を
再
生
さ
せ
、
幼
稚
園
児

と
と
も
に
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
や
芋

掘
り
の
体
験
を
し
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の
方
々

の
お
も
て
な
し
の
心
を
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
と

う
ま
く
結
び
つ
け
て
い
け
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
有
名
観
光
資
源

が
あ
る
こ
と
だ
け
が
地
域
の
魅
力
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
地
域
の
方
々
の
お
も
て

な
し
の
心
を
来
訪
者
の
方
に
感
じ
て
も
ら

い
、
稲
敷
市
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
長※

サ
イ
ク
ル
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
と
は
、
あ

ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
を
出
来
る
だ
け
多
く
回
り
、
獲

得
し
た
点
数
を
競
う
競
技
で
す
。
通
常

の
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
は
徒
歩
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
で
移
動
し
ま
す
が
、
自
転
車
で

移
動
す
る
タ
イ
プ
の
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

が
「
サ
イ
ク
ル
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」
で
す
。
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稲敷市の学校教育の現状と課題に
ついて問う

黒 田 茂 勝
議　員

　児童生徒に学力を身につけさせるためには、教職員の指導力向上は欠かせない
ものです。平成28年５月から、旧鳩崎小学校を稲敷市教育センターとして開設し、

これまでに、延べ 238回の研修会を開催し、延べ 4,229 人の参加者を数えています。
　また、外国人講師の派遣を各学校に行い、更に、新しい学習指導要領で実施されることとなっ
ている小学校３年生、４年生に対する外国語活動も、外国人講師による授業を先行して行って
います。

教育部長

　今後は、各中学校区を中心とした幼、小、中連携のあり方をより一層深めていき、
それぞれが特色ある教育活動の展開を目指して積極的に進めてまいります。教育長

　稲敷市教育振興基本計画では、稲敷市の児童生徒を「い
なしきっ子」と表現しています。確かな学力を身につけた

「いなしきっ子」を育成していくための今後の方向性として、教
員の指導力の向上や個に応じた指導の充実、学力向上研修会の実
施を行っていくことが主な施策として期待されています。この取
組による成果と今後の課題等を伺う。

黒田

　稲敷の学校教育について、今後の課題と取組の方向性、また、将来の構想について
教育長に伺う。黒田

幼、小、中連携のあり方をより一
層深めていきたい

教育長

稲
敷
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
公
共
交
通
の

充
実
に
つ
い
て
問
う

み
ん
な
が
住
み
た
い
素
敵
な
ま
ち
を

体
現
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

田
口
市
長

　

稲
敷
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
平
成
22
年

３
月
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

稲
敷
市
の
人
口
減
少
は
、
当
時
の
人

口
推
計
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
進
ん
で

い
る
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
を
策
定
し
、
公
共
交
通
の
再
編
を

予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

今
後
の
具
体
的
な
取
組
方
針
を
伺
う
。

黒
田

　

都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
、
策
定
か
ら
約
８
年
が
経
過
し
、

近
年
の
本
市
の
都
市
づ
く
り
を
取
り

巻
く
状
況
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
身
の
丈
に
合
っ
た
持
続

可
能
な
都
市
構
造
へ
の
転
換
を
目
指

し
、
市
総
合
計
画
に
沿
っ
た
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
へ
の
見
直
し
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

　

近
年
、
高
齢
の
方
の
自
動

車
の
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
高
齢
の
方
々

が
免
許
を
返
納
し
て
も
、
手
軽
に
移

動
で
き
る
便
利
な
使
い
や
す
い
公
共

交
通
の
充
実
を
市
長
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

黒
田

　

今
後
の
再
編

計
画
に
つ
い
て

は
、
市
全
体
を
一
度
に
行
う
の
で
は
な

く
、
年
度
ご
と
に
逐
次
見
直
す
方
法

で
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
東
地
区

に
お
け
る
再
編
実
施
計
画
を
策
定
す

る
と
と
も
に
、
少
し
で
も
使
い
や
す
く

持
続
可
能
な
公
共
交
通
と
な
る
よ
う
、

市
民
、
事
業
者
の
皆
様
と
協
議
を
重

ね
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

政
策
調
整
部
長

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
の

声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
公
共
交
通

を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

の
実
施
を
通
じ
て
、
み
ん
な
が
住
み

た
い
素
敵
な
ま
ち
を
体
現
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
長
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議
案
第
60
号

：

専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
稲
敷
市
介
護
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

■
反
対
討
論

　

山
口
清
吉　

　　

政
府
、
厚
生
労
働
省
は
、
こ
れ
ま
で

も
２
０
１
４
年
の
医
療
介
護
総
合
法
、

２
０
１
７
年
の
地
域
包
括
ケ
ア
強
化
法

な
ど
の
介
護
保
険
改
定
を
通
し
て
、
国

民
に
負
担
増
と
給
付
減
を
押
し
付
け
て

き
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
介
護
保

険
の
国
庫
負
担
を
将
来
的
に
50
％
に
引

き
上
げ
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
ま
た
、

公
的
介
護
制
度
へ
の
国
庫
負
担
の
引
き

上
げ
と
あ
わ
せ
、
65
歳
以
上
の
介
護
保

険
料
の
全
国
単
一
の
所
得
に
応
じ
た
定

率
制
に
改
め
る
こ
と
や
、
要
介
護
認
定

や
利
用
限
度
額
な
ど
機
械
的
な
利
用
制

限
の
仕
組
み
を
撤
廃
し
て
、
現
場
の
専

門
家
の
判
断
で
適
正
な
介
護
を
提
供
す

る
仕
組
み
に
転
換
す
る
な
ど
精
度
の
根

本
的
改
革
を
求
め
ま
す
。

請
願
第
1
号　

東
海
第
二
原
発
を
再
稼

働
さ
せ
な
い
こ
と
を
求
め
る
請
願

■
賛
成
討
論

　

山
口
清
吉　

　　

原
電
は
、
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働

準
備
を
着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
新
規
制
基
準
そ
の
も
の
が
過
酷
事

故
を
想
定
し
て
、
放
射
能
を
環
境
に

放
出
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
ま

す
。
原
発
の
安
全
を
保
障
し
た
も
の
で

は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
到
底

受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
茨
城
県
南
地
域
で
意
見
書
を
採
択

し
て
い
な
い
の
は
、
稲
敷
市
、
か
す
み

が
う
ら
市
及
び
河
内
町
だ
け
で
あ
り
ま

す
。
茨
城
県
知
事
選
の
出
口
調
査
で
も

74
％
の
有
権
者
が
再
稼
働
反
対
と
答
え

て
い
ま
す
。
本
議
会
と
し
て
も
、
議
員

各
位
の
賛
同
で
意
見
書
が
採
択
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
賛
成
討
論
と
い
た
し
ま

す
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

て
補
助
金
を
交
付
す
る
、
地
域
資
源

活
用
型
産
業
創
出
支
援
事
業
や
、
仮

称
・
稲
敷
工
業
団
地
開
発
予
定
地
の

埋
蔵
文
化
財
等
の
追
加
試
掘
調
査
費

の
ほ
か
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ

誘
致
先
と
し
て
、
当
初
予
定
し
て
い

た
カ
ナ
ダ
以
外
の
チ
ー
ム
と
の
交
渉

経
費
等
、
総
額
６
，
８
０
４
万
４
千

円
を
増
額
す
る
補
正
予
算
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
工
業
団

地
の
追
加
試
掘
に
よ
り
、
事
業
整
備

期
間
や
計
画
区
域
に
変
更
は
生
じ
な

い
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
企
業
誘

致
推
進
室
か
ら
は
文
化
財
保
護
審
議

会
と
調
整
を
図
り
つ
つ
、
都
市
計
画

上
の
手
続
き
も
同
時
に
作
業
し
て
い

く
た
め
、
日
程
が
遅
れ
た
り
、
計
画

区
域
に
大
き
な
変
更
を
生
じ
る
こ
と

は
な
い
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
73
号　

工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
で
は
、
対
象
と
な
る

東
中
学
校
大
規
模
改
修
工
事
に
は
、

体
育
館
や
段
差
解
消
工
事
も
含
ま
れ

る
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
今
回
工
事
の
対
象
外
で
あ
る
こ
と

が
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
4
議

案
全
て
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

委
員
長　

篠
田　

純
一

　

第
2
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
4
議
案
の
審
査
経
過
並
び
に
結

果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
64
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成

29
年
度
稲
敷
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
8
号
））
で
は
、
歳
入
で
地

方
交
付
税
や
各
種
交
付
金
等
の
確
定

と
基
金
繰
入
金
の
減
額
に
伴
い
１
，

９
９
３
万
２
千
円
を
増
額
し
、
歳
出

で
は
財
源
内
訳
変
更
を
行
う
ほ
か
、

繰
越
明
許
費
と
債
務
負
担
行
為
を
補

正
す
る
概
要
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
67
号　

稲
敷
市
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
で
は
、
放
課
後
児

童
支
援
員
で
教
員
免
許
状
を
取
得
し
、

更
新
を
受
け
て
い
な
い
者
で
も
対
象

に
含
め
る
ほ
か
、
学
歴
要
件
を
満
た

し
て
い
な
い
者
で
も
5
年
以
上
の
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
へ
の
従
事

経
験
に
よ
り
対
象
と
す
る
等
の
、
資

格
要
件
の
基
準
拡
大
を
図
る
改
正
内

容
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
70
号　

平
成
30
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
で

は
、
消
防
団
員
退
職
報
償
金
75
名
分

の
増
額
、
地
域
資
源
を
活
用
し
市
内

で
の
ビ
ジ
ネ
ス
提
案
を
公
募
評
価
し
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市
民
福
祉
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

象
と
な
る
こ
と
な
ど
、
市
内
企
業
の

生
産
性
の
向
上
を
更
に
後
押
し
で
き

る
こ
と
か
ら
、
当
市
の
特
例
割
合
を

ゼ
ロ
と
定
め
る
こ
と
な
ど
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
市
町
村
が
作
成
し
た
計

画
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
中
小
企
業
の

一
定
の
設
備
投
資
に
つ
い
て
の
質
疑

が
あ
り
、
所
管
課
か
ら
は
、
対
象
の

設
備
投
資
は
、
商
品
の
生
産
・
販
売

等
に
供
す
る
設
備
な
ど
で
あ
り
、
個

別
の
最
低
取
得
金
額
な
ど
詳
細
な
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

議
案
第
66
号
、
議
案
第
68
号
か
ら

議
案
第
70
号
ま
で
、
所
管
課
ご
と
に

詳
細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
11
案
件
に
つ
き
ま
し
て
、
採

決
の
結
果
、
全
て
が
全
会
一
致
に
よ

り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
請
願
第
１
号　

東
海
第

二
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
な
い
こ
と
を

求
め
る
請
願
書
に
つ
い
て
は
、
委
員

か
ら
、
も
う
少
し
時
間
を
か
け
て
調

査
・
研
究
を
し
て
は
ど
う
か
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り

継
続
審
査
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）　

で
は
、
森
林
湖

沼
環
境
税
を
活
用
し
て
、
農
業
集
落

排
水
施
設
へ
の
接
続
工
事
の
補
助
拡

充
を
行
う
た
め
の
追
加
補
正
で
あ
る

こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
72
号　

平
成
30
年
度
稲
敷

市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）
で
は
、
下
水
道
整

備
の
た
め
の
国
か
ら
の
追
加
補
助
金

に
よ
り
江
戸
崎
処
理
区
整
備
事
業
６
，

５
０
０
万
円
を
追
加
し
、
ま
た
、
農

業
集
落
排
水
事
業
と
同
様
に
森
林
湖

沼
環
境
税
を
活
用
し
て
下
水
道
の
接

続
支
援
拡
充
を
行
う
た
め
、
下
水
道

事
務
費
２
，
２
９
６
万
円
を
追
加
す

る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
74
号
市
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て
及
び
議
案
第
75
号
市
道
路
線

の
変
更
に
つ
い
て
は
、
両
議
案
と
も
、

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
の
整
備

に
よ
り
既
設
路
線
が
分
断
し
た
こ
と

に
よ
り
、
当
該
路
線
に
代
わ
る
側
道

や
跨
道
橋
の
整
備
に
伴
い
3
路
線
の

認
定
及
び
13
路
線
の
変
更
を
行
う
も

の
で
、
路
線
ご
と
に
詳
細
な
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
5
議

案
全
て
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　
　
　
　

委
員
長　

竹
神　

裕
輔　

　

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
12
議
案
に
関
す
る
主
な
審
査
経

過
と
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
59
号
か
ら
議
案
第
64
号
ま

で
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
所
管
課
ご
と
に
詳

細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
65
号
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
稲
敷
市
税

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

は
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
並
び
に
政
令
・
省
令
が
平
成

30
年
３
月
31
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
専
決
処
分
を
し
た
も
の
で
あ

り
、
改
正
の
主
な
内
容
は
、
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
は
、
生
産
性
向
上
特

別
措
置
法
に
お
い
て
、
市
町
村
が
作

成
し
た
「
導
入
促
進
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
行
わ
れ
た
中
小
企
業
の
一
定

の
設
備
投
資
に
係
る
固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
を
、
最
初
の
３
年
間
価
格

を
１－２
か
ら
ゼ
ロ
ま
で
軽
減
す
る
こ

と
を
可
能
と
す
る
特
例
措
置
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
当
市
で
は
、

今
回
の
設
備
投
資
の
支
援
措
置
に
よ

り
、
市
内
経
済
の
活
性
化
が
期
待
で

き
る
こ
と
、
ま
た
固
定
資
産
税
の
特

例
割
合
を
ゼ
ロ
と
し
た
自
治
体
で
は
、

本
措
置
対
象
の
中
小
企
業
は
国
の
各

種
補
助
金
に
お
い
て
優
先
採
択
の
対

委
員
長　

若
松　

宏
幸　

　

第
2
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
議
案
に
関
す
る
審
査
概
要
並
び

に
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
64
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
29

年
度
稲
敷
市 

一
般
会
計
補
正
予
算（
第

8
号
））
で
は
、
農
政
課
所
管
で
担
い

手
確
保
・
経
営
強
化
支
援
事
業
補
助

金
１
，
９
９
３
万
２
千
円
の
追
加
等

を
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
の
補
正
予

算
に
基
づ
き
、
東
地
区
の
5
つ
の
経

営
体
に
つ
い
て
、
事
業
が
採
択
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
採
択
が
年

度
末
と
な
り
、
同
額
を
繰
り
越
し
た

こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
か

ら
は
、
補
助
内
容
等
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
農
業
用
機
械
及
び
乾
燥
機

な
ど
の
施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
、

5
つ
の
経
営
体
の
う
ち
、
個
人
が
2

件
、
法
人
が
3
件
で
あ
る
こ
と
が
答

弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
建
設
課
所
管
で
は
、
成
田

国
際
空
港
周
辺
対
策
交
付
金
で
１
，

５
１
６
万
４
千
円
を
追
加
す
る
も
の

で
、
交
付
金
の
対
象
で
あ
る
江
戸
崎

地
区
5
路
線
、
新
利
根
地
区
3
路
線

の
道
路
事
業
が
完
了
し
、
交
付
金
が

確
定
し
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
あ
る

こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
71
号　

平
成
30
年
度
稲
敷
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研
修
日:

平
成
30
年
４
月
23
日

　
　
　
　

〜
24
日

研
修
先:

大
阪
府
大
阪
市

　
　
　
　

豊
中
市

　

当
委
員
会
の
視
察
研
修
の
内

容
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
１
日
目

に
大
阪
市
役
所
を
訪
問
し
、「
生

活
困
窮
者
自
立
促
進
支
援
モ
デ

ル
事
業
」
に
つ
い
て
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が

平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
お
り
、
大
阪
市
で
は
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
、
平
成
26
年
の
１

月
か
ら
不
正
受
給
防
止
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
結
成
や
、
生
活
保
護

受
給
者
の
就
労
支
援
な
ど
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
本
市
と
共
通
の
課
題
も

見
え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
終
了
後
に
は
、
住
民

の
４
人
に
１
人
が
生
活
保
護
受
給
者

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
日
雇
い
労
働

者
の
ま
ち
、
西
成
区
あ
い
り
ん
地
区

を
訪
問
し
、
そ
の
光
景
に
衝
撃
を
受

け
た
議
員
も
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

２
日
目
は
、大
阪
府
豊
中
市
で
「
我

が
事
・
丸
ご
と
地
域
づ
く
り
に
つ
い

て
」
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

豊
中
市
で
は
、
国
庫
補
助
金
、
我

が
事
・
丸
ご
と
地
域
づ
く
り
推
進
事

業
補
助
金
を
活
用
し
て
、
地
域
福
祉

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
、

地
域
の
課
題
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
受

け
と
め
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
昨
年
末

か
ら
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
て
お
り
、
ま
さ

に
こ
れ
か
ら
地
域
共
生
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
と
い

う
取
組
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
の
で
、
豊
中
市
の

取
組
は
、
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
、
地

域
福
祉
計
画
や
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
指
針
の
策
定
時
期
と
重

な
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
研
修

内
容
を
参
考
に
し
て
策
定
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で
、
有
意
義

な
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市民福祉常任委員会視察報告

研
修
日:

平
成
30
年
6
月
21
日

研
修
先:

茨
城
県
（
県
庁
）

　

当
常
任
委
員
会
で
は
、
密
接

な
関
係
性
に
あ
り
な
が
ら
詳
細

を
知
る
機
会
の
少
な
い
県
事
業

の
う
ち
、
所
管
業
務
で
あ
る
「
防

災
関
係
」
及
び
「
茨
城
ゆ
め
国

体
関
係
」
事
業
の
現
況
等
に
つ

い
て
、
県
庁
を
訪
問
し
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

防
災
関
係
の
研
修
で
は
、
今

年
度
の
組
織
機
構
改
革
に
伴
う

新
た
な
防
災
体
制
や
、
災
害
体

制
の
強
化
に
向
け
て
の
各
種
取

組
、
県
防
災
計
画
の
改
定
内
容

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

中
で
も
、
今
年
か
ら
新
設
さ
れ
た
、

災
害
対
応
業
務
に
精
通
し
た
県
職
員

と
市
町
村
職
員
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
、

災
害
時
に
現
地
派
遣
の
上
で
各
種
対

応
に
当
た
る
「
い
ば
ら
き
災
害
対
応

支
援
チ
ー
ム
」
に
つ
い
て
の
概
要
や
、

県
と
市
町
村
が
共
同
で
迅
速
な
罹
災

証
明
書
交
付
を
行
う
他
、
被
災
者
台

帳
作
成
可
能
な
シ
ス
テ
ム
等
を
整
備

す
る
「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
シ
ス

テ
ム
共
同
整
備
事
業
」
等
に
つ
い
て

は
、
大
変
興
味
深
く
説
明
を
伺
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
物
資
の
備
蓄
体
制

や
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
派

遣
等
に
つ
い
て
質
疑
が
交
わ
さ
れ
、

災
害
に
対
し
て
備
え
る
県
の
姿
勢
が

確
認
で
き
ま
し
た
。

　

国
体
推
進
関
係
の
研
修
で
は
、
来

年
9
月
末
か
ら
開
催
さ
れ
る
、
国
体
・

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
概
要

と
運
営
体
制
、
準
備
状
況
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
大
会
開
催
時
の
宿
泊
・

輸
送
体
制
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

用
に
よ
る
大
会
支
援
や
障
害
者

対
応
と
し
て
の
盲
導
犬
の
受
け

入
れ
体
制
、
施
設
整
備
・
運
営

経
費
等
に
関
す
る
補
助
制
度
の

他
、
今
大
会
か
ら
新
規
に
開
催

さ
れ
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
全
国
大
会

等
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、

情
報
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
部
署
で
の
研
修
の
後
、
大

井
川
県
知
事
と
面
会
し
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
市
農
産
物
の
Ｐ

Ｒ
の
他
、
つ
く
ば
霞
ケ
浦
り
ん
り
ん

ロ
ー
ド
と
周
辺
県
道
等
の
整
備
推
進
、

稲
敷
大
橋
と
本
新
地
区
広
域
農
道
の

県
道
認
定
、
圏
央
道
の
早
期
4
車
線

化
実
現
と
活
用
、
都
市
計
画
線
引
き

の
見
直
し
等
に
つ
い
て
、
県
へ
の
協

力
要
請
を
行
う
な
ど
の
機
会
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
研
修
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総務教育常任委員会視察報告
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埼玉県川島町議会の皆様が来訪
　6月2０日（水）、埼玉県川島町から、町議会学校跡地等活用検討委員会8人の皆さんが、
視察研修のため（株）いなしきスクーファ（旧新東小学校）に来訪されました。
　稲敷市議会からは高野議長、中沢議員が出席し、（株）いなしきスクーファからは川上社長、
濱出専務に出席いただきました。
　旧新東小学校跡地を活用し、
野菜工場を設置した経緯や会社
の業務内容等の取組について研
修を実施しました。

研
修
日
：
平
成
30
年
５
月
22
日　
　
　
　
　

　
　
　
　

〜
23
日

研
修
先
：
大
分
県
豊
後
高
田
市

　
　
　
　

臼
杵
市

　

初
日
は
、
大
分
県
豊
後
高
田

市
を
訪
問
し
、
昭
和
の
町
に
よ

る
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

豊
後
高
田
市
は
、
平
成
４
年

に
「
豊
後
高
田
市
商
業
活
性
化

構
想
」
を
策
定
し
、
そ
の
後
、

商
工
会
議
所
を
中
心
と
し
て
「
豊

後
高
田
市
商
業
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
商
店
街

が
最
も
華
や
か
で
あ
っ
た
「
昭

和
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
ま
ち
再
生

へ
の
取
組
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
「
昭
和
の
店
」
認
定
店

舗
数
が
44
店
舗
に
増
え
、
移
住
・
定

住
施
策
の
効
果
も
あ
り
、
昭
和
の
町

で
お
店
を
は
じ
め
た
い
方
も
増
え
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
市
、

商
工
会
議
所
、
金
融
機
関
な
ど
が
出

資
し
、「
豊
後
高
田
市
観
光
ま
ち
づ
く

り
株
式
会
社
」
を
設
立
し
、
昭
和
の

町
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
確
立
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

質
疑
応
答
終
了
後
、
市
役
所
を
後

に
し
、
実
際
に
昭
和
の
町
に
足
を
運

び
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
風
情
あ
る

古
き
良
き
時
代
の
日
本
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
臼
杵
市
土
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
ほ
ん
ま
も
ん
農

業
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

臼
杵
市
で
は
、
自
然
に
近
い

完
熟
堆
肥
を
人
工
的
に
製
造
し
、

安
全
・
安
心
で
健
全
な
農
業
振

興
を
図
り
、「
ほ
ん
ま
も
ん
農

産
物
」
を
収
穫
す
る
こ
と
の
で

き
る
土
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

流
通
の
強
化
、
食
育
の
推
進
、

加
工
開
発
支
援
及
び
新
規
就
農

支
援
を
推
進
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
ま
た
、
平
成
28
年

度
か
ら
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
対
す
る
研
修
制
度
を
設
け
、

農
業
研
修
生
と
し
て
隊
員
の
任
期
終

了
後
、
自
立
が
で
き
る
よ
う
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
を
目

指
す
新
規
就
農
者
の
支
援
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
攻
め
の
農
業

を
推
進
し
て
い
く
う
え
で
、
先
進
的

な
取
組
を
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。　

産業建設常任委員会視察報告
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江戸崎中学校議会交流会を開催
　中学３年生との議会交流会を６月２５日（月）、江戸崎中学校で開催しました。
議員を少しでも身近に感じていただき、政治や選挙への理解と関心を深めていただく目的で平
成２８年度から始まり、今回で４回目となる議会交流会。この議会交流会のために、クラスで話
し合いをしてグループごとに質問をつくり、いろいろな提言や質問が行われました。

　初めに、全体会で地方議　初めに、全体会で地方議
会の役割、稲敷市議会の概会の役割、稲敷市議会の概
要について説明し、質疑応要について説明し、質疑応
答を行いました。答を行いました。
　その後、１２班に分かれて　その後、１２班に分かれて
各議員との質疑が交わされ各議員との質疑が交わされ
ました。ました。

～生徒からいただいた質問・意見の一部を紹介します～

・稲敷市に鉄道が通ることはありませんか。
・英検は助成されますが、漢検の助成はありませんか。
・なぜ議員になりたいと思ったのですか。
・普段議会はどんなことをしているのですか。
・地区ごとにお花をいっぱい運動みたいな、たくさんお花を咲かせてはどうですか。
・道の駅など観光施設を作る予定はありますか。

　次代を担う中学生と稲敷のくらしや未来について語り合う貴重な時間となりました。今後も議
員一同、市民の皆さまに議会への関心をお持ちいただけるように取り組んでいくとともに、子ど
も達の未来を応援してまいります。

分科会の様子

全体会の様子 
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議
：
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
速

な
が
ら
、
江
戸
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
何
人
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
？

会
長
：
江
戸
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
は
、
１
９
６
９
年
６
月
７
日
に

40
名
で
結
成
さ
れ
、
現
在
27
名
の

メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

議
：
メ
ン
バ
ー
に
は
ど
の
よ
う
な

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

会
長
：
自
営
業
の
方
や
女
性
会
員

を
は
じ
め
様
々
な
職
種
の
方
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。
県
議
会
議
員
を

は
じ
め
議
員
の
方
も
い
ま
す
。

議
：
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て

い
る
の
で
す
か
？

会
長
：
活
動
と
し
て
は
、
36
年
目

に
な
り
ま
す
障
が
い
者
慰
問
会
、

献
血
活
動
、
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
イ
ン

清
掃
活
動
、
薬
物
乱
用
防
止
講
座

の
開
催
、
稲
敷
夏
祭
り
へ
の
出
店

等
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
本
年
は
50
周
年
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
マ
ニ

ラ
の
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
へ
使

わ
れ
な
く
な
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
や

生
活
用
品
等
の
贈
呈
、
現
地
で
の

食
事
の
提
供
事
業
を
行
い
ま
し

た
。

特 集特 集

創立 50周年を迎えた、江戸崎ライオンズクラブ会長
宮本頼明様にお話を伺いました。

創立 50周年を迎えた 江戸崎ライオンズクラブ会長
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議
：
本
年
創
立
50
周
年
を
迎
え
ら

れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
今
後
の

活
動
等
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

会
長
：
50
年
前
に
誕
生
し
た
時
の

メ
ン
バ
ー
た
ち
の
「
奉
仕
す
る
精

神
」
と
い
う
熱
い
思
い
を
忘
れ
ず

に
、
現
在
の
活
動
を
継
続
事
業
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
密
着

し
た
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
。　

議
：
議
会
と
し
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
今

の
稲
敷
市
に
対
し
て
求
め
る
も
の

は
何
で
し
ょ
う
か
？

会
長
：
フ
ィ
リ
ピ
ン
マ
ニ
ラ
で
の

ラ
ン
ド
セ
ル
贈
呈
は
、
稲
敷
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
、
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
委
員
会
の
皆
様
に
よ
る
、

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル

回
収
へ
の
多
大
な
る
ご
協
力
で
実

現
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
懸
け
橋

と
し
て
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

全国市議会議長会へ要望議案を提出

　５月３０日（水）に開催された全国市議会議長会第
９４回定期総会において、当市議会 高野貴世志議長
より「首都圏中央連絡自動車道の早期４車線化につい
て」を国への要望議案として提案し、可決されました。
今後、全国市議会議長会より国へ決議書が提出される
予定です。
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市議会ホームページをご覧ください
　会議日程や会議結果、議員名簿などを掲載しているほか、議会の録画放送も掲載していますので、
ぜひご覧ください。また、新たな情報伝達の手段として稲敷市 Twitter（ツイッター）で、議会情報
の提供を行っています。

稲敷市ホームページ　http://www.city.inashiki.lg.jp/
稲敷市ツイッター　　https://twitter.com/inashiki_city

稲敷市議会 検索
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「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
」
と
は
寺
田
虎
彦
が
関
東
大
震
災

後
に
発
し
た
有
名
な
警
句
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
「
天
災
は
忘
れ

な
け
れ
ば
や
っ
て
こ
な
い
」
と
言
え

な
い
だ
ろ
う
か
？
も
ち
ろ
ん
、
忘
れ

な
け
れ
ば
地
震
や
台
風
が
発
生
し
な

い
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
天
災
を

忘
れ
ず
に
備
え
を
怠
ら
な
い
こ
と
で

災
害
リ
ス
ク
を
最
小
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
災
害

が
頻
発
す
る
日
本
に
あ
っ
て
も
、
大

災
害
に
直
接
遭
遇
す
る
こ
と
は
ま
れ

で
あ
り
、
ま
た
遭
遇
し
て
も
、
大
災

害
の
発
生
周
期
か
ら
い
っ
て
、
そ
の

記
憶
が
直
接
受
け
継
が
れ
る
こ
と
は

な
い
。
災
害
は
人
を
選
ば
な
い
が
、

災
害
で
最
も
影
響
を
受
け
る
の
は
常

に
災
害
弱
者
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
で

あ
る
。
災
害
リ
ス
ク
は
、
貧
困
問
題
、

社
会
問
題
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。

人
間
に
焦
点
を
当
て
て
防
災
を
考
え

て
い
き
た
い
。

（
若
松
宏
幸　

記
）

月

次回定例会開会予定は

9 4 日火となります。
●午前 10時より
●開催場所：稲敷市庁舎４階　議会議場

稲敷市犬塚1570番地１

　議会の傍聴は、稲敷市役所庁舎４階で開催当日に
受付けています。
① 受付時間は午前８時 30 分から
② 傍聴の予約はできません
③ 傍聴席は 50 席（他、報道関係８席）
　 車椅子スペース３席程度
④ 庁舎１階のモニターで議会の生中継を行います

議会議会をを傍聴傍聴してして
みませんかみませんか

次回の詳しい日程については、議会事務局までお問
い合わせ下さい。

新・正副議長決定新・正副議長決定
　前議長が辞職されたことに伴い、去る平成 30 年５　前議長が辞職されたことに伴い、去る平成 30 年５
月 11 日に開催された第１回組合議会臨時会において、月 11日に開催された第１回組合議会臨時会において、
議長に稲敷市の松戸千秋議員、同じく副議長に中沢仁議長に稲敷市の松戸千秋議員、同じく副議長に中沢仁
議員が当選されました。議員が当選されました。

広域組合議会・役職者広域組合議会・役職者
　　 江戸崎地方衛生土木組合　　 江戸崎地方衛生土木組合

松 戸　千 秋（議長）松 戸　千 秋（議長） 中　沢　　仁（副議長）中　沢　　仁（副議長）

議場全景傍聴席

電 話：話：０２９－８９２－２００００２９－８９２－２０００（代表）（代表）
FAX：FAX：０２９－８９３－１５７３０２９－８９３－１５７３
電話：０２９－８９２－２０００（代表）
FAX：０２９－８９３－１５７３


